
 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨の気配を感じる季節となりました。新年度が始まって二か月が過ぎ、子供たちは新しい学級や友達、学

校生活のリズムに少しずつ慣れ、それぞれのペースで落ち着いて過ごす姿が見られるようになってきました。 

６月は、心身の疲れが表れやすい時期でもあります。学校では、体調や気持ちの変化に丁寧に寄り添いなが

ら、一人一人が安心して学べる環境づくりを大切にしています。御家庭におかれましても、睡眠や体調管理な

ど、日々の様子についてお気づきの点がありましたら、どうぞお知らせください。今月も、学校と家庭が連携

しながら、子供たちの成長を温かく支えてまいります。  

校内に広がる学びのひとコマ  

この季節、中庭にはシロツメクサが一面に広がり、子供たちが季節の移ろいを感じられる穏

やかな空間となっています。授業や活動の一環として、子供たちが安心して活用できるよう、

主事の皆さんが日々の業務の合間を縫って、中庭の手入れを行っています。環境を整える多く

の支えのもと、子供たちは身近な自然に触れながら、落ち着いて学習に取り組んでいます。  

病院訪問部の学びから  

武蔵分教室病院訪問部の職員室は校長室前に設置されており、その前の掲示

板では、年間を通して病院訪問での授業の様子や、子供たちが学びに向き合う姿

を紹介しています。御来校の際や校内を移動される折には、ぜひ足を止めて御覧

ください。病院という環境の中でも、一人一人の学びが大切に育まれている様子

を感じていただけることと思います。 現在は病院訪問部の教職員が好きな野菜や果物を紹介する掲示も行っ

ています。右側に丸シールを用意しておりますので、お子さんや保護者の皆様も、ぜひ御参加ください。  

学校経営計画に基づく取り組み  

５月には障害者スポーツ大会が実施されました。大会に向けて、

部活動の時間にそれぞれが参加する競技と真剣に向き合い、繰り返

し練習に励む子供たちの姿がありました。また、仲間の挑戦に声援

を送り、結果に一喜一憂しながらも互いを認め合う温かな場面が随

所に見られ、胸を打たれる思いがしました。 子供たちが安心して部

活動に取り組むことができるのは、日頃からの保護者の皆様の深い

御理解と御支援、そして温かい励ましがあってこそだと、改めて感謝申し上げます。  

 本校では今年度も、障害者スポーツ大会を一つの節目として、ボッチャやハンドサッカーなどの競技・運動

活動に通年で取り組んでまいります。学校経営計画に重点目標７として掲げているとおり、スポーツ教育や社

会貢献活動を大切な学びの柱とし、部活動を通して、仲間と関わり合いながら達成感や成長を実感し、『自分

は役に立っている』という自己有用感を育んでいけるよう、教職員一同、子供たちを支えてまいります。 

（大会結果は別途お知らせします）                           副校長 川瀬 佐織                         

    令和８年５月２９日 

                                               東京都立小平特別支援学校 
校長  鈴木 愛  
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（支援部） 

 

本校は、特別支援学校のセンター的機能として様々な地域支援に取り組んでいます。地域の方々や学校が、必要な

時に本校の支援を利用・活用していただけるよう努めています。 

今年度も、本校への転入学を検討されている方や関連機関の皆様向けの学校公開を実施します。また、個別の見学

や相談も引き続き受け付けています。公開講座も実施予定です。個別の対応や資料の発信、巡回相談を通して、例年

同様のセンター的機能としての地域支援を目指しています。 

 

 

【本校の地域支援】 

 ・授業の公開（授業参観、学校公開日） 

・校内研修の提供・地域向け研修会、講演会の実施 

・教育相談 ・巡回相談 ・研修会、学習会への協力 

・電話やメール、リモートによる相談（随時） 

・出前授業（副籍・理解推進）・施設、設備の提供 等  々

◎センター的機能としての地域への支援  
♦地域の保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、近隣の特別支援学校からの依頼により 

必要に応じて、巡回相談（指導内容・支援方法などのアドバイス等）を行っています。  

♦教材や教具・書籍などの紹介を行っています。  

♦各地域の学校に出向いて、研究会研修会における講師や、理解推進のための授業を行っています。  

♦特別支援教育に関する講演会、研修会等への御案内をします。  

♦個別指導計画、学校生活支援シート（個別の教育支援計画）に関するアドバイスをします。  

♦来校していただいて指導や支援に関する相談をお受けします。  

♦福祉制度、関係機関、関連施設等の情報提供をします。 

 

◎保護者の方の個別相談（電話相談、来校相談、リモート相談等） 

  ◆校内で実施する教育相談を、年間を通して随時受け付けています。 

 

 

～ 保護者の皆様へ ～ 

玄関を入ると向かって左側に「相談支援室」があります。 

見学や入学のため本校にいらした際、まず初めに利用いただいた部屋です。今年度も、来年度の入学や転学の 

御相談が始まっています。相談支援室には、学校案内などの様々な資料の他、地域や学校、福祉の情報等資料を 

揃えています。福祉サービスについて、地域の情報について、副籍交流制度について、その他疑問や御心配・御不

明点等ありましたら、いつでもコーディネーターに御相談ください。  

 


